
会社概要

社名 東明興業株式会社

設立 昭和51年2月4日

所在地

本 社：東京都練馬区谷原1町目12番10号

支 社：埼玉県所沢市南永井844番地2号

従業員：177名

ISO 14001 9001 45001 取得

主な事業内容

産業廃棄物収集運搬・中間処理業

特定建設業

年表

平成元年産業廃棄物中間処理工場完成

平成12年プラント改良増設

令和4年廃プラスチックプラント完成

・堆積ゼロ運動



敷地面積約13,569㎡

処理能力破砕542.96ｔ/日 圧縮39.12ｔ/日

全車両台数84台



一般的な廃棄物処理の状況

•令和3年11月に廃プラスチック類組成を、日本建設連合
会が建設廃棄物協同組合に調査委託
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今後の廃プラスチック類の有効利用の見通し
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一般的な廃棄物処理の状況

Ⓐマテリアルリサイクル

1-1 2017年の中国ショック廃プラのひっ迫

1-2 ペレット製品化による輸出

1-3 ペレット製品の需要高



東明興業でフラフ製品になります。
塩素濃度2,000ppm以下
※選別、分別時には塩素系廃プラ、発泡系廃プラ、金属等の混入が無いように注意。

フラフ燃料はコークスや天然ガスの代替燃料として使用される燃料
【仕様先】
・株式会社トクヤマ
・北越コーポレーション株式会社
・太平洋セメント株式会社

サーマルリカバリーとなる廃プラ類

気泡緩衝材
（プチプチ） ポリ袋

スズランテープ

製品保護材

ラップ材 パイプ類保護材

製品梱包材2

ガラ袋

製品梱包材1 PPバンド

フラフ燃料

微粉砕

売却

フラフ燃料とは、主に廃プラスチック類をてキューブ状にした燃料です。
プラスチックは石油化学化合物であり、化石燃料に匹敵する熱量を発生
させます。フラフ燃料は、RPF（固形燃料）と比べて、製造過程で熱を加
えないため、CO2削減効果が高く、環境負荷が低いとされます。フラフ燃
料は、重油代替燃料としての使用が注目されています。



今後の廃プラスチック類の排出・処理・有効利用の現況

Ⓒケミカルリサイクル

1-1 天然資源の節約

『高炉還元剤』『コークス炉化学原料化』

1-2 ケミカルリサイクルの課題



東明興業が提案する新たな容器

1-1 産業廃棄物業界初導入小型移動式圧縮機

1-2 電力不要。ソーラー発電式バッテリー電源

1-3 圧縮500㎏・0.5㎥が0.1㎥になる圧縮能力
自動圧縮・センサー搭載・全自動オペレーション



東明興業㈱が共同開発した新たな容器

1㎥ 0.3㎥

※特許出願中



現場に設置した「スマゴ」自動圧縮機を利用して、
廃プラスチックを減容化

収集運搬車5台が
1台に削減

1.収集運搬車削減によるCO2排出削減と運搬コストの削減
2.減容化による作業員の労力削減
3.現場内廃棄物仮置き場のスペース削減

「Sma Go」スマゴと圧縮袋を利用した現場での廃プラスチックの減容化

1.トラック燃料の削減 ➡化石燃料の使用削減

2.収集運搬車の削減 ➡CO2排出削減

3.現場においてSDGsの取り組みを実践

4.働き方改革によるドライバー不足の解消

5.流通業界の革命

圧縮機に投入した廃プラを元の１/５に減容化

現場で圧縮袋を利用した廃プラスチックの減容化 収集運搬車3台が1台に削減

1-1

1-2

ﾌﾚｺﾝ
1㎥

圧縮袋
1.0㎥

掃除機にて吸引

圧縮後減容
約0.3㎥

1/3へ減容

解説した
映像が視聴
出来ます

※電源100Vをご用意下さい。

例） 走行距離180㎞ 燃費4㎞ 燃料使用45ℓ 0.1179ｔ-ＣＯ2排出の削減 杉の木1本のＣＯ2吸収量2,947本/日分



大型圧縮袋の再利用

・リユース

現状の大型圧縮袋は耐久性の問題でワンウェイでしたが、新たに耐久性を

向上させた大型圧縮袋については、2回～3回の利用が可能になると

見込んでいます。

・再資源化

大型圧縮袋に使用されているフィルムやバルブの部分は非塩素系のプラスチッ

クです。そのため、破れや穴あきにより使用ができなくなった大型圧縮袋は東明

興業㈱のフラフ燃料製造ラインでフラフ燃料に生まれ変わります。フラフ燃料は

化石燃料の代替燃料です。埼玉県内の大手セメント会社に販売を行っています。

化石燃料や石炭と比べてCo2の発生量が少なく、また、化石燃料の高騰により

需要は拡大しています。代替燃料としてはRPF燃料が有名ですが、フラフ燃料

は製造時に熱を必要としないため、製造時のCo2排出量も少ないといわれて

います。

微粉砕 売却投入



弊社の紹介は、廃プラスチック類に焦点を当てていますが、
様々な品目で分別を行うことで、再資源化・サーキュラエ
コノミーの推進に繋がります。
大型圧縮袋及びスマゴについても、廃プラスチック類に限
らず柔らかい物であれば圧縮・減容が可能です。
圧縮・減容の省スペース効果は、保管・運搬時等に効力を
発揮しますので、産業廃棄物に限らず様々な業種・場面で
ご活用いただける商品になっています。
ご興味のある方は、この後のポスターセッションにも参加
させていただきますので、お気軽にお声掛けください。

終わりに


